


I　 研究の成果　 (1000字 程度)

　微 量の検体か ら、極微 量な特定の生体分子 を検 出す る 目的で使 用 されるバイ オセンサー

が搭載 されたマイ クロチ ップは、在宅診断 を可能 とし、疾患の早期発見 、さらには早期治

療 を可能 とす るこ とか ら、 よ り高度な医療社会を実現する必要不可欠なデバ イスであ る。

その開発 においては、微少検体量でよ り高速かっ高感度な検 出能 を有す る、各種 タンパ ク

質を簡便 に測定す るデバイスが待 ち望 まれている。高感度バイオセ ンサーの実 現には、高

いシグナル とノイズの比(S／N比)を 実現す る表 面の構築が必要で あ り、特異シ グナル を増

加 させ るためには特 定の分子 を認識す る生体分子 を、より活性 の高い状態で高密度に固相

に固定化することが重要 となる。本研究では高感度バ イオセ ンサーの実現に向 けた高機 能

バイオイ ンターフェイ スの構築 を行った。

　 まずバイオ分子を固定化す るためのポ リマーと して、活性エステル 基を有 し、さらに非

特異的吸着 を抑制す るユニ ッ ト(2-methacryloyloxyethyl　 phosphorylcholine：MPC)を 一

成分 とする リン脂質ポ リマー(PMBN)を 合成 した。予 めPMBNを 固相に コーテ ィングした後

に抗体の固定化を行い、酵素標識抗体を用いたイムノア ッセイ(ELISA)を 行った結果、PMBN

の表面は活性が長期的に安定な状態で抗体 を固定化 できることが分かった。さらに高密度

にバイオ分子 を固定化す ることのできる表面 を構築す るために、エ レク トロスブ レーテ ィ

ポジシ ョン(ESD)法 でPMBNを スプ レー した ところ、図1左 下の よ うな数100nｍ の粒子状

の構造体が観察 された。これ によ り大幅に表面積が増加 し、固定化 で きる抗体 量が増加 し

、これ までのデ ィップ コーティングに比べて約4倍 感度が向上 した。さらにESD法 を用 い

てPMBNを スプ レー した表面を底面 とす るマイクロ流路 を構築 し(図1上)、 微少 量検体 で

のELISAを 行った結果 、分析 対象 である抗原 に比例す るシグナルが高感度 に測 定 され た。

　 これ らの結果 よ り、高感 度イ ムノセンサーに求 められ る固相表面状態 に関 して重要 な知

見が得 られ、またこの高機能 なバイオインター フェイ スを用い るこ とによ り、微少検体量

での高感度バイオセンサーの実現が可能 とな る。

図1ESD法 でPMBNを スプレーした表 面をもちいたマイクロチップイムノアッセイ






